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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 41,282 1.1 1,981 △10.0 1,875 △5.5 1,013 △6.0
25年3月期第3四半期 40,813 △0.1 2,201 △2.0 1,985 △0.3 1,078 9.8

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 2,458百万円 （113.4％） 25年3月期第3四半期 1,152百万円 （200.8％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 13.33 ―
25年3月期第3四半期 14.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 91,106 36,139 38.8
25年3月期 87,277 34,227 38.4
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 35,335百万円 25年3月期 33,487百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
26年3月期 ― 3.50 ―
26年3月期（予想） 3.50 7.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,300 1.7 2,520 △9.3 2,220 △10.4 1,300 17.5 17.10



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３ 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。 
 なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３ 「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 76,088,737 株 25年3月期 76,088,737 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 57,553 株 25年3月期 55,679 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 76,031,702 株 25年3月期3Q 76,034,829 株
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(１) 経営成績に関する説明  

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、日銀による金融緩和策や新政権下における経済対策を背景

に、円安、株高が進み、企業収益や個人消費が改善するなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、新興

国経済の下振れリスク等の海外景気に対する不安感に加えて、円安による輸入原材料や製品価格の上昇などもあ

り、先行き不透明な状況が続いております。 

このような経済情勢にあって、物流業界では、国内輸送が堅調に推移したほか、輸出入海上貨物の荷動きが改善

した一方で、航空貨物の需要がいまだ回復しないなどの下押し要因もあり、不動産賃貸業界では都市部におけるオ

フィスビルの需給環境に改善の兆しがあるものの、賃料相場に大きな改善が見られず、厳しい事業環境が続きまし

た。 

このような事業環境のもと、当社グループは、当期を初年度とする４ヵ年の中期経営計画「Step Up 2016」を新

たに策定し、事業戦略に沿った営業活動を積極的に展開いたしました。物流事業においては、消費財を中心とした

物流一括受託業務や流通加工業務の拡販のほか、海外では拠点の拡大とともに新規営業活動に努めてまいりまし

た。また、不動産事業においては、既存施設の計画的な保守および改良工事を実施し、現有資産の付加価値向上に

努めました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は、不動産事業における不動産賃貸収入はテナントの合理化策

の影響を受け減少したものの、物流事業で、飲料等の輸配送業務や流通加工業務、輸出入海上貨物の取扱いが伸長

したことから、前年同期比４億６千９百万円（1.1％）増の412億８千２百万円となりました。営業利益は、不動産

事業の減益に加え、物流事業における再開発に伴う代替倉庫の借庫費が増加し、同２億２千万円（10.0％）減の19

億８千１百万円となりました。経常利益は、同１億９百万円（5.5％）減の18億７千５百万円となりました。ま

た、四半期純利益については、税金費用や投資有価証券評価損が減少しましたが、同６千４百万円（6.0％）減の

10億１千３百万円となりました。 

  

当社グループのセグメントの概況は、次のとおりであります。 

① 物流事業 

倉庫業務は、日用品や家電製品等の取扱いが増加したほか、流通加工業務が好調に推移したことにより、営業収

益は前年同期比１億１千３百万円（1.6％）増の71億２千３百万円となりました。 

港湾運送業務は、在来船貨物の船内荷役や輸出貨物の沿岸荷役が伸長したほか、消費財を中心とした輸入貨物の

取扱いが好調に推移したことにより、営業収益は前年同期比２億９千２百万円（7.1％）増の44億４百万円となり

ました。 

陸上運送業務は、日用品や飲料の輸配送業務が伸長したほか、海上コンテナ輸送業務が増加したことにより、営

業収益は前年同期比６億３千８百万円（3.1％）増の214億１百万円となりました。 

国際輸送業務は、海上輸送の輸出入貨物の取扱いは好調に推移した一方で、航空貨物の取扱いが減少したことに

より、営業収益は前年同期並みの27億３千６百万円となりました。 

この結果、物流事業全体の営業収益は前年同期比10億６千９百万円（3.0％）増の367億６千５百万円となりまし

た。営業費用は、取扱増に伴う作業費および横浜・茨木地区の再開発に伴う借庫費が増加したことなどにより、前

年同期比11億２千６百万円（3.3％）増の357億２千１百万円となりました。以上により、営業利益は前年同期比５

千６百万円（5.2％）減の10億４千３百万円となりました。 

  

② 不動産事業 

一部の施設において稼働率の低下や賃料改定があったことで不動産賃貸収入が減少したほか、それに伴い空調利

用等の付帯収入も減少したことにより、営業収益は前年同期比６億１千２百万円（11.7％）減の46億３百万円とな

りました。営業費用は、前期に取得した不動産の賃借料および取得に伴う費用が解消し、前年同期比４億４千２百

万円（15.3％）減の24億５千７百万円となりました。以上により、営業利益は前年同期比１億７千万円（7.3％）

減の21億４千６百万円となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債、純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、再開発計画の設備投資に伴う固定資産の増加や、投資有価証券の時価

評価による増加等により、前連結会計年度末に比べ38億２千９百万円増加し、911億６百万円となりました。 

 負債については、借入金の約定返済が進んだものの、設備関係支払手形等が増加したことにより、前連結会計年

度末に比べ19億１千７百万円増加し、549億６千７百万円となりました。 

 また、純資産については、配当金の支払いがあったものの、四半期純利益の計上およびその他有価証券評価差額

金等の増加により、前連結会計年度末に比べ19億１千２百万円増加し、361億３千９百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末より0.4ポイント増加し、38.8％となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、投資活動によるキャッシュ・フローおよび財務活動

によるキャッシュ・フローの減少がありましたが、営業活動によるキャッシュ・フローの増加により、全体で４億

４千５百万円の増加となり、現金及び現金同等物の四半期末残高は、72億４千２百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、利息および法人税等の支払いがあったものの、税金等調整前四半期純利

益の計上および減価償却費による資金留保等により28億９千７百万円の増加（前年同四半期比３億１千９百万円の

減少）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等があったため、10億６千万円の減少

（前年同四半期比54億２千１百万円の増加）となりました。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の約定返済や配当金の支払いがあったため、14億１千２百万

円の減少（前年同四半期比17億７千４百万円の減少）となりました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、当第３四半期の連結業績は概ね期初予想に沿ったところで推移しておりますの

で、平成25年11月７日に公表した通期の連結業績予想を据え置いております。   

  

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

     

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算）  

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
 （１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,348 6,192

受取手形及び取引先未収金 9,558 9,636

有価証券 3,005 2,800

その他 2,337 2,401

貸倒引当金 △15 △17

流動資産合計 20,235 21,012

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 31,184 30,090

土地 22,566 22,540

その他（純額） 1,386 3,606

有形固定資産合計 55,138 56,237

無形固定資産 802 786

投資その他の資産   

投資有価証券 9,450 11,373

その他 1,720 1,702

貸倒引当金 △70 △48

投資その他の資産合計 11,099 13,027

固定資産合計 67,040 70,051

繰延資産 2 42

資産合計 87,277 91,106
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 4,239 4,351

1年内償還予定の社債 7,000 －

短期借入金 5,966 11,977

未払法人税等 192 627

引当金 553 279

その他 2,305 4,227

流動負債合計 20,257 21,462

固定負債   

社債 － 7,000

長期借入金 24,913 18,113

長期預り金 5,080 4,944

退職給付引当金 2,169 2,260

その他 628 1,185

固定負債合計 32,792 33,504

負債合計 53,050 54,967

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,847 7,847

資本剰余金 5,663 5,663

利益剰余金 18,587 19,069

自己株式 △20 △21

株主資本合計 32,077 32,558

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,973 3,170

為替換算調整勘定 △563 △393

その他の包括利益累計額合計 1,409 2,776

少数株主持分 739 803

純資産合計 34,227 36,139

負債純資産合計 87,277 91,106
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

営業収益   

倉庫保管料 3,794 3,730

倉庫荷役料 3,214 3,392

荷捌料 7,171 7,448

陸上運送料 20,756 21,396

物流施設賃貸料 609 646

不動産賃貸料 5,124 4,522

その他 142 146

営業収益合計 40,813 41,282

営業原価   

作業費 26,256 27,043

賃借料 1,633 1,611

人件費 2,300 2,357

減価償却費 1,809 1,761

その他 4,281 4,187

営業原価合計 36,281 36,961

営業総利益 4,532 4,321

販売費及び一般管理費 2,330 2,340

営業利益 2,201 1,981

営業外収益   

受取利息 16 26

受取配当金 177 201

その他 146 99

営業外収益合計 341 326

営業外費用   

支払利息 417 352

その他 140 79

営業外費用合計 557 432

経常利益 1,985 1,875

特別利益   

事業譲渡益 50 －

特別利益合計 50 －

特別損失   

固定資産処分損 － 130

投資有価証券評価損 152 －

減損損失 41 －

特別損失合計 194 130

税金等調整前四半期純利益 1,840 1,744

法人税等 728 709

少数株主損益調整前四半期純利益 1,111 1,035

少数株主利益 33 21

四半期純利益 1,078 1,013
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,111 1,035

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 38 1,214

為替換算調整勘定 1 208

その他の包括利益合計 40 1,422

四半期包括利益 1,152 2,458

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,114 2,381

少数株主に係る四半期包括利益 37 77
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,840 1,744

減価償却費 1,912 1,841

減損損失 41 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 △19

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △32 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 66 91

受取利息及び受取配当金 △194 △227

支払利息 417 352

投資有価証券売却損益（△は益） － △4

投資有価証券評価損益（△は益） 152 16

固定資産売却損益（△は益） △8 1

固定資産除却損 23 18

売上債権の増減額（△は増加） △325 △70

仕入債務の増減額（△は減少） △179 106

その他 △235 △523

小計 3,473 3,328

利息及び配当金の受取額 189 226

利息の支払額 △476 △402

法人税等の支払額 △206 △254

法人税等の還付額 237 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,217 2,897

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,260 △1,604

定期預金の払戻による収入 1,273 1,587

有形固定資産の取得による支出 △6,380 △914

有形固定資産の売却による収入 53 33

無形固定資産の取得による支出 △120 △35

投資有価証券の取得による支出 △14 △114

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 17

貸付けによる支出 △45 △44

貸付金の回収による収入 12 27

その他 0 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,481 △1,060

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 64 80

長期借入れによる収入 4,266 1,698

長期借入金の返済による支出 △3,400 △2,567

社債の発行による収入 － 6,947

社債の償還による支出 － △7,000

配当金の支払額 △532 △532

少数株主への配当金の支払額 △2 △12

リース債務の返済による支出 △34 △26

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 361 △1,412

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 20

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,903 445

現金及び現金同等物の期首残高 8,547 6,797

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,644 7,242
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 該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

 セグメント情報 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  
（単位：百万円）

（注１）セグメント利益の調整額 百万円は、各セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に各セグメントに帰属しない親会社本社の管理費であります。 

（注２）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  
  
２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間において、賃貸用不動産物件を取得したことに伴い、不動産事業のセグメント資産

が5,201百万円増加しております。 
  
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  
  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）  

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  
                                            （単位：百万円）

（注１）セグメント利益の調整額 百万円は、各セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に各セグメントに帰属しない親会社本社の管理費であります。 

（注２）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  
  
２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

 該当事項はありません。 
  
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

   

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  物流事業 不動産事業 合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２） 

営業収益           

外部顧客に対する営業収益  35,688  5,124  40,813  －  40,813

セグメント間の内部営業収
益又は振替高 

 6  92  98  (98)  －

計  35,695  5,216  40,912  (98)  40,813

 セグメント利益  1,099  2,316  3,416  (1,214)  2,201

△1,214

  物流事業 不動産事業 合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２） 

営業収益           

外部顧客に対する営業収益  36,760  4,522  41,282  －  41,282

セグメント間の内部営業収
益又は振替高 

 4  81  86  (86)  －

計  36,765  4,603  41,369  (86)  41,282

 セグメント利益  1,043  2,146  3,189  (1,208)  1,981

△1,208
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